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今回ご紹介する文化施設の催事につきましては、
東日本大震災の影響で一部に変更する可能性もございます。
最新の情報は、右のサイトでご確認を ！

つながりあう日本三十六景畿内七道の
文化施設をご紹介

「遠（とう）の朝廷（みかど）」。北の蝦夷に対しての陸奥鎮所（ちんじょ）として、8世紀奈良時代に築城された多賀城。防柵内には「リトル奈良」が造られ
た。辺境の地・多賀城から都へ送られる物資や情報は、都人の憧れだった。山河が歌枕となり、芭蕉の江戸時代に至るまで、多くの人を旅へ誘う。

　都人の憧れ、奥州への旅（３）

万葉の昔より歌枕として用いられ、みちのくを代表す

る名勝松島。満月に近い日、月の出から二時間程の

間に月明かりが描く金の波となり、月の道のごとく。松

島のシンボル五大堂は、坂上田村麻呂の創建と伝え

られ、慈覚大師が五大明王を安置した事から五大堂

と呼ばれる。また政宗により東北地方現存最古の桃

山建築となる。
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畿内七道とは
日本列島は実はひとつの地層ではなく、

２億５０００万年前から堆積した

陸や海の地層が北や南、西や東から

集まりかさなりあって出来ている。

１３００年前大和政権が律令国家となり、

その日本の成り立ちにそって

各地方を区分したのが畿内七道だった。

鹽竈神社は、古くから東北鎮護・陸奥国一之宮として、「延

喜式」にも記載され、朝廷を始め庶民の崇敬を集める。慶

長5年伊達政宗が仙台に居城を移し、慶長12年6月社殿を

造営し奉斎の誠を捧げる。歴代の藩主は大神主として神

社を治め、社領・太刀・神馬等を寄進し藩主自ら社参して

祈願した。受け継がれた信仰と歴史をかさね観る。

（左）松島湾眺望　　（右）五大堂　

鹽竈神社　桜門　写真提供：鹽竈神社
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納経堂　
写真提供 山寺観光協会

陸奥を
守護する景観
1015段の石段が壮観な景観へとつづく山寺・立

石寺は平安時代、陸奥国府・多賀城を中心に、

鬼門を守る瑞巌寺、北の玄武に中尊寺と毛越寺

、西の白虎に立石寺と、慈覚大師が建立した四

寺の一つ。江戸時代、松尾芭蕉は石段を登る中

に幽玄なる閑さを観、名句を残す。根本中堂で

は円仁の師・最澄開山の比叡山延暦寺より移さ

れ叡山焼討ち時は移した、不滅の法灯が悠久の

時を灯す。

立石寺

山形市大字山寺4456-1　TEL：023-695-2843　

（開）8:00−17:00

（休）無　

（入山料）300円

この季節のご案内は特にございません。

松島湾眺望 
（問合せ）松島町役場　産業観光課 
宮城県多宮城郡松島町高城字町10 
TEL：022-368-1141 

宮城県塩竈市位置森山1-1　TEL:022-367-1611 
（開）5:00-20:00 

鹽竈神社 

東山道

瑞巖寺
宮城県宮城郡松島町松島字町内91 
☎022-354-2023

企画展 「季節の絵画展 ～冬から春へ～」　
平成23年 12月3日（土）～平成 24年 3月8日（木）　

館蔵の「白鴎楼文庫（大宮司雅之輔翁コレク
ション）」を中心に、冬から春へと移り変わりゆく
季節を彩る作品を展示。歴史上の出来事に
由来する絵、季節の行事を描いた作品等も。
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国宝　紅白梅図屏風　所蔵・写真提供：ＭＯＡ美術館

仙台市博物館
宮城県仙台市青葉区川内26<仙台城三の丸跡> 
☎022-225-3074

特別公開　東日本大震災復興支援
「国宝　紅白梅図屏風とＭＯＡ美術館の名品」
平成24年3月6日（火）～25日（日）

ＭＯＡ美術館（静岡県熱海市）の厚意により
実現。尾形光琳筆「国宝 紅白梅図屏風」を
はじめとする名品 10 件を特別公開。この展示
が被災地の人 に々とって癒しとなることを願う。


